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らず教学発展に寄与 した高僧の画像や、インドか ら中国、 日本の法相祖師を集会 させて描 く法





興福寺蔵 「滔州大師像」「濮陽大師像」について(多 川 文彦)
この ような動 きの中で夥 しく制作 された祖師画作例のうち、法相教学の二祖 と三祖の画幅が
現在興福寺に所蔵 されている。宗祖慈恩大師の教を受け継いだ滔州大師慧沼と濮陽(撲揚)大
師智周の画幅である。この両作品について、滔州大師像については河原由雄氏の論考(2)が唯一・




関係絵画作品や古代から中世にかけて制作 された祖師画との比較 ・検討を行 うわけであるが、
今、あえてこの二つの画幅を併せて分析することには理由がある。『奈良六大寺大観(興 福寺)』
の滔州大師像解説には 厂本図(滔 州大師像。筆者註)は 興福寺内で行なわれてきた滔州会の本
尊像で、現在これ より制作時期の降る濮陽会(撲 揚講。筆者註)の 本尊濮陽大師画像 と対幅の
かたちで伝えられている」と述べ られている(3)が、両画幅が対幅のかたちで伝 えられた理由は
どういう点か らなのか。 また、中世 という時代に数多 く制作された祖師画の大半が、その容貌
を老年 もしくは壮年の相で描 くのに対 し、滔州大師 ・濮陽大師両画幅は共に青年相で描かれ、
肖像の重要なファクターである面貌については、際立った個性を表出させずに描 く。このよう
な特徴を備えた滔州大師 ・濮陽大師両画幅の成立について、両画幅が奉懸 されていた興福寺の
子院 「観禅院」において執 り行われていた法会 ・講を射程に入れ、分析を試みたいと思う。
1.滔 州大師像の図像分析
滔州大師慧沼は慈恩大師基の弟子にあたるが、その事績はあまりよく知 られていない。慧沼





品を読誦 したことが契機で捨身の志 を遂げようとしたこともあったという。広 く経蔵を尋ね、
咸享3年(672)長安の基(慈 恩大師)、普光の二師について就学することになる。また同年に
は慈恩大師が并州大原の平等寺において維摩経を講 じてお り、この講経が慈恩 と慧沼を結ぶ機
縁 となったと富貴原氏は指摘 されている。慧沼はその後法華 ・金剛般若をはじめ、瑜伽 ・唯








顔は白く作 り、淡墨を多用し細部を描 き、甘 く優美な青年相を描 く。淡 く青墨で描 く頭髪の
剃 り跡がその様相 を物語っている。肌は胡粉 をかけ頬に薄い朱をさし、眉毛は淡墨彩色の上に
微細な線で描 く。唇は朱で結び、目や耳 ・鼻 も繊細な線で描 くことによって端麗な顔立ちを際
立たせている。肉身は肥痩の無い均一線で体躯の輪郭を作る点は、後に見る衣文線がやや太め











緑青で縁取 り、朱地に群青の花文を散 らす。また床板四隅と脚の金具には裏箔を施 し墨で宝相
華を描 き、木 目塗 りの部分には暗褐色の地に墨で木理文を描いている。
④持物 ・印相














興福寺蔵 「滔州大師像」「濮陽大師像」について(多 川 文彦)
作品名 所蔵先 時代 分類
(1)法相曼荼羅図 法隆寺(軸 装甲本) 鎌倉時代(13世紀) 【A】
(2)法相曼荼羅図 根津美術館 鎌倉時代(13世紀) (A)
(3)法相八祖師像 ボス トン美術館 鎌倉時代(13世紀) 【A】
(4)法相祖師図厨子並びに扉絵 東京芸術大学 鎌倉時代(13世紀) 【A】
(5)法相三祖師図 藤田美術館 鎌倉時代(14世紀) [Al
(6)法相曼荼羅図 薬師寺(額装本) 鎌倉時代(14世紀) 【B】
(7)法相曼荼羅図 法隆寺(額 装本) 鎌倉時代(14世紀) (A]
(8)弥勒菩薩厨子並びに扉絵 興福寺 鎌倉時代(14世紀) 【B】
(9)法相曼荼羅図 興福寺 室町時代(15世紀) (A)













図2額 装本法相曼荼羅図 部分(奈良 ・法隆寺) 図3法 相曼荼羅図 部分(奈 良 ・興福寺)
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一方 【B】に分類 される(6)薬 師寺額装本の法相曼荼羅図と(8)興 福寺の弥勒菩薩厨子
扉絵に描かれる滔州大師は広 く受容 された青年相 とは異なる。この二つの作品においては、分




表現 してお り、論匠としての威厳を漂わせる描写がなされている。また(8)興 福寺の弥勒菩
薩厨子扉絵 においても、剃 り残 した頭髪にある種の厳つさを漂わせる顔の表現が見受けられ、
従来広 く受容された美形の青年相とは正反対の容態を描 く[図④]。
図4弥 勒菩薩厨子扉絵 部分(奈 良 ・興福寺)
図5滔 州大師像 部分
(奈良 ・興福寺)
河原氏はこういった老年 ・壮年相 と青年相 と
いう像容の違いに関して滔州会番論義における
















したもの と考えられる。但 し、大 きく縁取 り、装飾された環を
用いる禅宗系 の頂相様式 を摂取せず、細 く縁取る小 さな環を用
いる。また、環の上から三分の一の箇所で横断する細棒によっ
て、肩 より紐を吊 り下げ袈裟をしっか りと固定する役 目を果た
している[図⑤コ。このタイプの環は特に中世南都における戒律
復興に寄与 した高僧 を描 く祖師画においてよく見られるもので
ある。南都律苑における祖師画については平田寛氏の研究に詳
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しい(10)が、特に泉涌寺 「俊苑律師像」や 「南山律師像」、「大智律師像」、西大寺の 「興正菩薩
像」、奈良国立博物館 「道宣律師像」などの作例において、興福寺本滔州大師像 とその様式を同
じくする。不可棄法師俊花は、南都 ・北京の各寺院で教理を学び、建久10年(1199)に入宋し
た著名な僧侶 であ り、13年に及んで戒律 ・天台 ・浄土教 ・禅 などの諸学 を修め、建暦元年










に多 く見 られる形式 をとるが、興福寺本滔州大師像は
真言七祖像など平安期の密教系祖師画で用いる平面坐
具を使用 している。 この点は後に述べる濮陽大師像 と












にも考えられる。新 しい画風 を、旧来の画法に習熟 した絵師が描 くという制作現場 を想定する
事が可能であろう。
2.濮陽大師像の図像分析
濮陽(撲 揚)大 師智周(678～733)は中国河北省撲揚の報城寺において活躍 し、唯識三箇疏
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髯には淡墨を掃 き、剃 り跡 を描 く。上瞼、唇の輪郭
を焦墨で描 き起 し、唇には薄 く朱を賦彩する。先に
見た滔州大師像では肥痩の抑揚 を見せず、柔和な筆
使いで肉身を描 くのに対して、肥痩の無い点では共








やや俯瞰気味に描 き、奥広が り形式の坐具を描 く。敷物の縁には朱地に大柄の宝相華文、そ
の中には白地に銀泥で亀甲花菱文、側面には朱墨の木目塗 り、四隅と脚足には宝相華唐草文を
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作品名 所蔵先 時代 分類
(1)法相曼荼羅図 法隆寺(軸 装甲本) 鎌倉時代(13世紀) (c)
(2)法相曼荼羅図 根津美術館 鎌倉時代(13世紀) (c1
(3)法相八祖師像 ボス トン美術館 鎌倉時代(13世紀) IDll
(4)法相祖師図厨子並びに扉絵 東京藝術大学 鎌倉時代(13世紀) 【D1】
(5)法相三祖師図 藤田美術館 鎌倉時代(14世紀) [Dll
(6)法相曼荼羅図 薬師寺(額装本) 鎌倉時代(14世紀) 【D2】
(7)法相曼荼羅図 法隆寺(額装本) 鎌倉時代(14世紀) 【C*】
(8)弥勒菩薩厨子並びに扉絵 興福寺 鎌倉時代(14世紀) 【D2】
(9)法相曼荼羅図 興福寺 室町時代(15世紀) (D1)
(10)四方殿舎利厨子並びに扉絵 奈良 ・能満院 室町時代(15世紀) (未見)
滔州大師と同様、やはりその像容の違いに自然と目が向けられる。その像容の違いについては
以下のように分類出来よう。






と、両手を胸前であげ印を結ぶ姿 をとるといった印相の違いが見出せる て例:[図8])。例 え
ば上記 【C】に分類 される(2)根 津美術館本法相曼荼羅図に描かれる濮陽大師は、対面に坐
す滔州大師と殆 ど像容が同 じであり、河原氏が指摘するように当時まだ図様定着に至っていな
い様子が窺われる(18)。その後(4)東 京芸術大学の法相祖師図厨子扉絵など壮年 ・老年の姿で












ら新たに再構築され、特にその手本 としたのは(8)興 福寺の弥勒菩薩厨子扉絵 を参照 した可
能性が大 きい。一方、他の祖師画作品との影響関係はどうであろうか。ここで取 り上げておき
たいのは和歌山県普門院に所蔵される勤操僧正像である[図⑩】。普門院本勤操僧正像は平安後
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されている(19)が、特に左右の向きを変え、印相も変える点については興福寺本単独像を新写す
る際にも用いられた方法 と考えられる(20)。一方、普門院本の画面右下には 「天川求聞持堂常住
御影堂奉寄進 特先師覚舜房観口 為三界万霊仏果菩提也 永正九年壬申十月廿一 日[菩提山
寺宝幡口了舜 述弘]」([]内は割注)と 墨書 されてお り、堀池春峰氏によると大安寺旧蔵で
あった普門院本は、大安寺の興福寺末寺化に伴い、三論 ・法相兼学の正暦寺に移 り、その塔頭
宝幡院によって天川求聞持堂に寄進 されたと指摘 されている(21)が、ここで注 目したいのは、永
正年間にその寄進が行われている点である。先にも述べたが、興福寺観禅院は永正9年 に火災
に遇っており、現存の濮陽大師像は火災後後何らかの形で新写 されたものであった。勤操僧正








相 と言った新 しい画風 を受容 しつつ も、基本的には古い画風の継承 を根幹としてお り、混在し
ている様相が顕著に見 られる。新 しい画風 とは謹細な描線で細密に顔貌 を描 き、屈曲する肥痩
線で衣摺や法被を描 き、色感の冷たい賦彩を特色とし、法被をかけた椅子 に坐 した姿に描 くと
いった、全般的に南宋の影響を受けた禅宗系頂相画 と画風 ・像容の面で類似するものである。
宋風の新 しい祖師画の画風 と形式を受容する祖師画 としては興正菩薩像(宝 泉寺、新大仏寺)
や大智律師像(西 大寺、唐招提寺)、南山大師像(東 大寺、西大寺)、鑑真和尚像(東 大寺)、円
照上人像(東 大寺)な ど中国 ・日本の律宗祖師の画幅、また香象大師像 ・至相大師像(東 大寺)
など中国華厳宗祖師の画幅などである。一方、古い画風 を継承する祖師画は、従来の南都仏画
(22)の基本スタイルをベースに抑揚を抑えた墨線を用い、色感は暖かく、平面坐具に坐す坐像形
式 もしくは立像形式で描 き、頂相画で用いられる椅子を描 くものはない。 この系統の作品群は
慈恩大師像や今 まで見てきた滔州大師像 ・濮陽大師像、弥勒菩薩厨子扉絵(以 上、興福寺)、法
相曼荼羅図(興 福寺、薬師寺、法隆寺)な ど法相宗祖師の画幅、また嘉祥大師像 ・浄影大師像
(東大寺)な ど三論宗祖師の画幅などに受け継がれる。
平田寛氏は以上のように分類 され、「はっきりと二つの系流をつくり、新 しい画風は律 ・華厳







ックスな祖師画の様式 を保ちつつも、新 しい画風 を描 く点か ら、勤操僧正像 自体、折衷的様式
を備えていた点を考慮すると、濮陽大師像 も旧来の画風をただ継承するにとどまらず新 ・旧の
画風を折衷 させた様式を備えた作品であると言える。
3.「滔州大師像」 「濮 陽大師像」 の現場
さて、今 まで見てきた滔州大師 ・濮陽大師両画幅をめぐる問題として、興福寺において行わ









観禅院は東円堂(現 在の奈良県庁東側付近)の 北にあ り、丈六の阿弥陀如来を本尊とする。冒
頭に述べられる4月1日 から15日まで行われる講は観禅院三十講を示す。興福寺の子院の一つ
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に廻 され、奉唱は11日まで行われた(31)。そして11日の忌 日当日(記録によって開催 日にバ ラつ











十臈以上の宗(法 相宗)番 を本衆 として会場の東方に、そ して九臈以下の倶舎番を新衆 として
会場の西方に出仕 させ、中央に占める仏前円座には間者と答者が東西に分かれる。また宗の論









































興福寺寺僧ノ 始終ノ出生尋ヌレハ 氏種姓 ヲ簡ヒテ児ソタチニテ入室 シ 般若心経三十
頌 唯識論ヲ習 ヒツ ・論義利鈍二随ヒテ 覚ルコソバ術ナケレ 十三四五二成ヌレハ頭ヲ
ソリテ戒ヲ受ケ 衣イシヤウソ造作ナル ニ三臈二成ヌレハ 利鈍ニヨリテ無重ヤ 声明
講二出仕 シテ サクリヲ取 ト問 ト講ヤ 法用ニアタリヌ レハ 布施 ヲ取ルコソ嬉 シケレ
扨又二月ノ末 ヨリ 初年間者ノ引声ヲ 習フコソバクルシケレ 三十講二出仕シテ 外様
ノ間者懃ルヲ 寺役ハシメ目出 ト 近所知音ヲ呼アツメ ー献酒ヲス ・メツ ・ 滔撲両講
番論義 新入帳ヲヒラケハ 横入叶ハヌ寺ニシテ 足モ ト種姓糺サレ 下臈分ノ衆二入 リ
方広会ノ竪義二 越度セヌ トソ申ケル 水無月下旬三ヶ日 下臈分三十講 間者懃ルキリ
コヘニ 雑紙一束ノ布施ソカシ(以下略)
興福寺における学侶の昇進過程が窺われる史料 としてよく知 られたものであるが、師のもとに
稚児 として弟子入 りし 『般若心経』や 『唯識三十頌』を学んだ後、13～15歳で剃髪し戒を受け、
声明講 ・三十講に出仕、滔州会 ・撲揚講の番論義に出仕すると協同体 としての自治的連帯であ
一13一
興福寺蔵 「滔州大師像」「濮陽大師像」について(多 川 文彦)
る下臈分となり、次のステップへ向かうことになる。興福寺の僧 として入室 し、かな り早い段
階で滔州会 ・撲揚講の番論義に出仕することが述べ られている点か ら、若い学僧の卵が参加す
る法相教学研鑽の基本的なプラクティスの一部であったと考えられ、その内容 も法相教学の基
礎知識、基本経典の読誦 と理解 を徹底させていたことが窺われる。良遍の 『護持正法章』(37)に
は観菩三十講に合格 した論匠が.そ れ以前に臨んだ滔州会 ・撲揚講を顧みず階梯を登 ることを
否定 し、注意を促す著述があるが、 滔州会と撲揚講は入室 して問もない若い学僧が初めて参加
で きる下臈分という寺内の一勢力 に加担するための一ステ ップとして機能してお り、滔州会 と
撲揚講は若い学僧にとって軽視することの出来ない法会であったことを指摘 してお きたい(38)。
ま とめ
以上、興福寺に伝わる 「滔州大師像」と 「濮陽大師像」について、奉懸された現場を確認 し
つつ作品の分析を行ったが、得られた知見をまとめておこう。
第一に、滔州大師 ・濮陽大師両祖師の図像形成については、古来請来されたであろう粉本が
残 ってお らず、また東大寺にかつて存在した六宗厨子(39)には滔州大師 ・濮陽大師両祖師の名が
無 く、絵仏師教禅による興福寺金堂法相祖師影(法 相柱)に 果たして両祖師が描かれていたの
かどうかも不明であるが、従来南都 における絵画制作の現場は基本的に図様の継承 と守旧を基
本 としてお り、滔州大師 ・濮陽大師両画幅はその賦彩や描線など旧来の様式を下地 としていた
ことが推測 させられる。一方、滔州大師像においては当時主流 とな りつつあった南宋の頂相画
様式を受容 した南都の律宗系祖師画における服制や持物をも受容するといった独 自のスタイル
で再構築された作品であった。ただし、平面坐具 ・水瓶などの付属物は密教系祖師像の形式を
摂取 し、律宗系祖師画で用いられる椅子を描かないといった点は様式 ・形式の守旧性が見 られ、
あ くまで南都らしさを残す作風 となっている。このように必要に応 じて取捨選択 し、「従来の伝
統的様式」 と 「新しい様式を摂取 し始めていた南都律宗系祖師画の要素」をうまく組み合わせ
ることによって独 自の様式を生み出していたことが、滔州大師像の考察によって解明された。
また現存の濮陽大師像は室町期の新写ではあるが、興福寺法相祖師厨子扉絵をベース としつつ、
併せて新 ・旧の画風 を折衷的に摂取 していた普門院本勤操僧正像の図様を踏襲 し描かれたもの
であった。それは特に勤操僧正像が当時興福寺の末寺 として機能していた大安寺旧蔵のもので








のず と師匠と弟子という関係性を有 してお り、その姿は滔州大師と濮陽大師自身の関係へとリ
ンクする。両画幅制作のきっかけは、番論義における間者 ・答者の関係や師弟関係の視覚化を
目指 し、イメージ化をはかったものではないだろうか。両画幅を同 じ法会で同時に奉懸するこ
とはなかったが、共に観禅院という同一空間で法会 を執 り行うという点を考慮 し、番論義の間
者 ・答者、師弟の視覚化を最大限意識 して対幅 という形で制作 された。ここに対幅伝来の意義
があると言える。そ して、興福寺に伝わる滔州大師 ・濮陽大師両画幅が揃って青年の姿をとる
理由は、番論義に参加する学僧たちの姿をイメージしたものではないだろうか。それは滔州






実性溢れる絵画作品や寿像 としての肖像彫刻作 品が多数制作 されたことは言 うまでもない











南都仏画については新旧様式の折衷 を示 していると有賀祥隆氏の説 とは真逆の説を提示され、
奈良時代における構図との関連性と過去への畏敬が12・3世紀の南都仏画に共通すると指摘さ






興福寺蔵 「滔州大師像」「濮陽大師像」について(多 川 文彦)




























(23)平田寛 「三論祖師の画像 一伝統の継承」(『南都仏教』29号、1972年。後に 『絵仏師の作品』中央公
論美術出版、1997年に再録)
(24)なお①祖師会 ・講については平岡定海 「中世寺院に於ける講について」(『日本歴史』145号、1935年)、




ては鈴木止一 「興福寺講衆について」(『史淵』30・31合併号、1944年)、鈴木止一 「興福寺の学侶 ・

































(たがわ ふみひ ご 文学研 究科仏教文化専攻博士後期課程)
(指導:中 島 純司 教授)
2006年10月19日受理
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